
 

 

 

 

 

 

 【第 11回準備協議会での協議事項】 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため，昨年度の協議会は書面での会議が多くなりました。

今年度は，樹海小学校・樹海中学校としての最後の年になります。令和4年 4月，円滑に開校するため，準備

協議会では，校名や校歌について地域の皆様のご意見をいただきながら進めてきました。校歌については現在，

作曲を西本夏生さんに依頼している段階です。 

昨年度，中学生に校章のデザイン案を考えてもらい，小学生と中学生の投票から 3 つの案まで絞りました。

その案について第 11 回の協議会では，委員の皆さんからご意見をいただきましたのでお知らせします。今後

はデザインのプロに，この案を生かした形にデザインしてもらい，校章として整えてもらう予定です。 

【樹海中学校生徒がデザインした校章（案）】 

デザイン案 校章にこめた思い（中学生） 小・中学生が選んだ理由 

① 三本の松は東山・西達布・老節布を表しています。自然がいっぱいで動物たちがいるか

らシカを入れました。山は無限の可能性を表しています。 

・無限の可能性があるという意味と，シカがいるところもかいているから 

・今の校章に近いし，この地域の特徴に合っているから 

・樹海小学校と言えば動物だし，周りが山に囲まれているから 

・自然あふれるという表現をしていて，とてもいいし，後ろの木も意味があっていいと

思ったから 

② 樹海にはかつて8校の学校があり，校章全体を花に見立てて 8枚の花びらをかきまし

た。中央の輪は，児童生徒全員が仲良く協力しながら生活するということを意味して

いて，花は努力の輪が花開くようにかきました。 

・こめられた意味が素晴らしいし，この学校にぴったりだと思ったから 

・春になると桜がきれいなので，その色を使っている校章は自慢できるから 

・昔は8校の樹海の学校があって，1校になるということがわかるから 

・昔の学校の数を入れていて，昔のことがわかるから 

③ 「樹」のグラデーションは，この地域の木々の深い鮮やかな緑を表しました。「海」の

グラデーションは，空が海のようにどこまでも続く澄んだ青を表しました。中心のオレ

ンジの丸と星は太陽が児童生徒を導く希望の太陽と未来を示す一番星を表しました。

周りの茶色の囲いは，この地域は畑に囲まれてとても広いので，囲みました。 

・色がしっかりして，樹海のイメージになっているから 

・色のグラデーションが漢字に合っているから 

・ここは自然がいっぱいで「樹」の字も緑でいいと思ったから 

・真ん中の太陽がみんなを導く言葉がいいと思ったから 

【協議会の皆さんの意見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12回樹海学校設立等準備協議会は 5月末を予定しています。 

樹海学校設立等 

準備協議会だより 

令和３年４月 【第 6号】 

発行 準備協議会事務局担当 

樹海小学校(27-2307) 

児童生徒の投票結果では，①の案が一番得票数が多かったですが，協議会の皆さんからは，次のような声も聞

かれました。 

A さん「シカは多いけれど，シカを売りにしている地域ではないのではないか」 

Bさん「シカもよく出るけど，ウサギやクマもよく出るのではないか」 

Cさん「小学校の校章が残されているのが良い」 

Dさん「樹海の『樹』だけだと，地域の人はわかるけれど，それ以外の人はわからないのではないか」 

E さん「子どもの思いから，かつてあった 8校を8枚の花びらにイメージしたのは素晴らしいと思います」 

F さん「白とピンクの 2色はインパクトがあってよいと思います」 

Gさん「鹿の角は校章にしたとき細すぎるのではないか」 

など，交流の中で多くの声が聴かれました。その中では最終的に， 

「子どもの意見を尊重する」ことが確認されました。今後は，子どもや・協議会の

皆さんの意見を生かしてデザインしてもらうよう，プロに依頼します。色や形・輪郭の太さや色などが整った

校章になるよう，プロの手で完成させた複数案を5月末の協議会で検討し，最終決定します。決定しました

ら，地域の皆様にお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校歌を歌詞した國學院大學名誉教授 辰巳正明先生 

から，校歌とは別に，樹海の子どもたちが歌って踊れ 

るダンス用の歌詞を作っていただきました。今後，こ 

のダンス用歌詞にも曲をつける予定です。 

 

 

 

 

みんな 

おいでよ! 


